
徐
濡
の
古
文
辞
批
判
を
め
ぐ
っ

は
じ
め
に

明
代
、
古
文
辞
派
に
反
対
し
た
人
々
に
、
(
一
五

O
九
j

一
五
五
九
)
・
麿
服
之
(
一
五

O
七
i
一
志
六

O
)
・
帰
有
光
(
一
五

O
六

i
一
五
七
一
〉
'
徐
溜
(
一
五
二
一

r
l
一
五
九
一
一
一
〉
・
湯
顕
祖

(
一
五
五

0
1
一
六
一
七
)
・
業
安
道
ご
五
六
八

i
一
六
一

O
)
'

鍛
惚
(
一
五
七
回
;
一
六
二
四
)
等
が
い
る
。
反
古
文
辞
の
運
動
は

裳
宏
道
の
登
場
を
待
っ
て
よ
う
や
く
全
国
的
な
規
模
で
繰
り
法
げ
ら

{
つ
ノ
]
、

れ
る
が
、
そ
の
京
宏
道
の
先
鞭
と
さ
れ
る
の
が
徐
謂
で
あ
る
9

徐
潟

{
Q
Jど

に
は
幾
篇
か
の
古
文
静
批
判
の
文
が
あ
る
が
、
た
だ
批
判
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
古
文
辞
の
弊
筈
を
救
っ
た
者
は
「
浬
を
窮
め
た
者
」

で
あ
る
、
と
次
の
よ
う
に
も
云
う
。

是
之
剖
印
有
詩
人
前
加
熱
詩
。
有
窮
理
者
起
間
抹
之
。
(
吋
徐
文
長

へ
A
4

「
間
帯
詩
序
」
、
以
下
吋
一
一
一
集
』
と
略
記
〉

は

李

賢

一

五

二

七

i
一
六

O

て

鷲

野

正

明

{民
υ〉

…
…
)
の
「
章
一
心
説
」
の
影
響
が
あ
あ
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
D

裳
宏
道
が
李
賢

を
訪
問
し
て
親
し
く
学
説
を
聴
く
の
は
こ
十
三
歳
の
と
き
で
あ
り
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
古
文
辞
派
へ
の
批
判
が
激
化
す
る
口
文
学
界
が
思
想

界
の
影
響
を
受
け
る
顕
著
な
例
が
裳
宏
道
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
先
輩
で
あ
る
徐
濡
が
、
古
文
辞
の
弊
{
告
を
救
っ
た
の
は
「
袈
を

窮
め
た
者
」
と
い
う
の
は
、
や
が
て
提
唱
さ
れ
る
衰
宏
道
の
「
性
霊

説
」
を
予
言
し
て
い
る
よ
う
で
興
味
探
い
。

も
ち
ろ
ん
、
徐
摺
の
い
う
「
窮
理
者
」
は
、
詩
序
を
書
い
て
や
っ

た
雨
時
(
了
諜
)
を
指
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
「
窮

理
者
」
と
い
う
視
点
か
ら
反
古
文
辞
を
眺
め
て
み
る
と
、
た
し
か
に
、

徐
潤
以
前
の
反
古
文
辞
の
人
々
は
、
陽
明
学
を
修
め
、
人
と
し
て
の

真
実
の
生
き
方
を
求
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
唐
服
之
も
陽
明
学
を

(
p
b
v
 

尊
、
び
、
好
ん
で
兵
を
一
一
一
一
口
い
、
経
世
致
用
を
講
じ
た
と
い
う
し
、
帰

{7) 

有
光
も
陽
明
学
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
徐
潤
の

(79) 

判
を
と
お
し
て
、



川
崎
一
」
の
視
点
か
ら
反
吉
文
辞
の
底
流
に
あ
る
学
に
つ
い
て
い
さ
さ
か

考
察
を
加
え
て
み
た
い
q

一
、
徐
滑
の
古
文
辞
批
判

に
一
言
及
す
る
「
尚
南
詩
序
」
(
吋
一
巻
十
九
)
の

前
半
部
分
は
、
以
下
の
よ
う
な
古
文
辞
批
判
を
展
開
す
る
9

前
人
之
詩
本
乎
情
。
非
設
以
錦
之
者
組
。
是
以
有
詩
而
無
詩
人
。

治
於
後
世
、
別
有
詩
人
突
っ
乞
詩
之
自
多
至
不
可
勝
態
。
間
詩

之
格
亦
多
受
不
可
勝
品
。
然
其
於
詩
、
類
皆
本
紙
…
是
情
、
開
設

構
以
錆
之
っ
夫
設
情
以
錦
之
者
、
件
九
八
趨
在
於
一
十
詩
之
名
。
千
詩

之

名

、

審

如

是

、

則

詩

「

設

け

て

以

て

之

を

為

る

者

」

と

は

古

文

辞

派

の

こ
と
で
あ
る
。
古
人
の
詩
は
真
実
の
情
に
も
と
づ
き
、
十
日
文
静
派
の

よ
う
に
特
定
の
状
況
や
時
代
を
設
定
し
て
偽
り
の
情
で
詩
を
作
る
こ

と
は
な
か
っ
た
り
そ
こ
で
、
背
は
、
詩
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
詩
人
は

い
な
か
っ
た
、
と
。
「
詩
を
乞
ふ
の
日
」
と
は
、
人
の
求
め
る
詩
の

細
目
、
詩
題
。
詩
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
徐
潤
に
先
支
っ
て

叫
ん
ハ
究
(
…
四
一
一
一
五

i
一
五

O
問
)
が
「
後
世
間
よ
り
擬
合
の
作
者
有

一円。吋

り
。
然
れ
ど
も
往
々
に
し
て
以
て
人
の
求
め
に
応
ず
る
の
み
」
と

批
判
し
て
い
る
。

詩
が
清
に
も
と
づ
く
こ
と
は
古
来
よ
り
説
か
れ
続
け
て
い
る
。

文
辞
派
「
前
七
子
」
の
李
夢
間
隔
(
一
四
七
二

1
一
五
二
九
)
も
情
に

(
Q
J》

言
及
す
る
こ
と
が
多
く
、
詩
は
「
晴
よ
り
発
し
」
「
志
を
一
一
一
一
口
ふ
も

の
」
で
あ
り
、
「
士
官
三
回
一
べ
和
を
い
ふ
」
「
晴
の
自
ず
か
ら
鳴
る
」
も

の
で
あ
る
と
い
う
G

文
に
関
し
て
は
、
道
を
人
の
究
根
と
捉
え
、
文

は
道
が
根
底
に
あ
っ
て
成
る
も
の
で
あ
り
、
行
い
が
あ
っ
て
始
め
て

4
0
一

真
の
文
が
あ
る
と
い
う
っ

し
か
し
、
李
夢
陽
の
理
想
と
実
作
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
彼
の
文

学
は
、
む
し
ろ
芸
術
至
上
的
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
は
模
擬
剥
窃
に

終
わ
っ
た
っ
そ
う
な
っ
た
製
自
に
つ
い
て
は
充
分
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
が
、
と
も
か
く
李
夢
陽
は
多
く
の
賛
同
者
を
得
や
す
い
路
線
を

歩
ん
だ
9

理
想
と
す
る
時
代
を
設
定
し
、
「
附
剛
警
の
よ
う
に
文
学
を

真
似
よ
」
と
一
一
一
一
口
う
っ
む
ろ
ん
古
文
辞
派
の
人
々
が
す
べ
て
同
じ
主

張
で
は
な
い
。
何
崇
明
(
…
昭
八
一
一
…

1
て
五
二
こ
も
や
は
り
情
を

重
ん
じ
る
が
、
椋
端
な
模
倣
は
否
定
し
、
李
夢
陽
と
文
学
論
を
闘
わ

F

ロJ
せ
た
訂後
七
子
の
と
き
に
は
出
文
辞
の
運
動
が
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
り
、

全
悶
的
な
規
模
で
郎
氏
縛
さ
れ
た
っ
詩
文
を
作
る
人
口
が
増
え
れ
ば
ふ

え
る
ほ
ど
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
。
「
文
は
必
ず

臨
漢
、
詩
は
必
ず
盛
響
、
大
暦
以
後
の
蓄
は
読
む
こ
と
な
か
一
向
」

れ
れ
ば
人
々
は
安
心
す
る
。
こ
と
ば
を
そ
っ
く
り
真
似
れ
ば

(80) 



理
想
の
詩
文
が
作
れ
る
と
な
れ
ば
、
文
学
に
紫
自
覚
一
な
者
は
抵
抗
な

く
受
け
入
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
犠
奉
者
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
文
閣
の
領
袖
は
大
き
な
権
力
を
持
ち
、
そ
の
権
威
者
の
片
一
一
一
一
口
の
…
袋

(Mν 

設
に
よ
っ
て
声
倒
が
俄
に
挙
が
る
よ
う
に
な
る
Q

徐
潤
の
当
時
は

詩
人
と
し
て
の
名
声
を
得
る
た
め
に
は
権
威
者
の
機
嫌
を
そ
こ
な
わ

な
い
よ
う
に
'
細
心
の
注
意
を
払
い
、
果
て
は
そ
の
詩
句
を
真
似
な
け

、F
h
d
r

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
状
況
に
さ
え
な
っ
て
い
お
が
徐
精
の
一
一
一
日
う

よ
う
に
、
地
問
に
も
と
づ
く
こ
と
な
く
模
擬
劉
窃
す
る
だ
け
の
詩
人
が

生
ま
れ
、
真
の
詩
は
と
ん
で
い
た
の
で
あ
る
口

一
一
、
古
文
辞
の
弊
を
救
う
も
の

マ
川
内
山
市
詩
序
」
の
後
半
で
は
、
「
理
を
窮
め
る
」
情
に
も
と

づ
く
こ
と
な
く
模
擬
制
窃
す
る
だ
け
の
状
況
を
打
破
し
た
、
と
次
の

よ
う
に
去
、
っ
。

有
窮
税
者
起
部
抹
之
。
以
矯
詞
有
限
間
恕
加
熱
窮
、
格
之
華
部
右

限
部
理
之
生
議
加
熱
窮
也
。
於
是
其
一
所
矯
詩
怒
出
乎
理
師
、
王
乎
議
。

部
性
暢
者
其
間
売
、
性
欝
者
其
一
剖
沈
、
理
探
町
議
高
者
人
難
知
、

組
通
両
議
平
者
人
易
知
G

(

町
一
一
一
集
」
巻
十
九
「
泌
付
帯
詩
序
」
)

「
窮
理
者
」
は
思
っ
た
。
詞
は
閉
山
り
が
あ
る
が
、
理
は
窮
ま
り
が

な
い
。
詩
は
格
式
が
整
っ
て
い
る
と
詞
が
い
っ
そ
う
美
し
く
輝
く
が
、

そ
れ
に
も
限
界
が
あ
る
。
し
か
し
、
理
が
議
を
生
ず
る
の
に
は
窮
ま

り
が
な
い
、
と
司
そ
こ
で
詩
を
作
る
と
き
、

シ」ーしれ~。

理
を
恭
と
し
、
議
を
主

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
古
文
辞
派
は
、
偽
り
の
構
で
詩
を
作
り
、

格
に
囚
わ
れ
、
詞
を
飾
り
た
て
て
い
た
の
そ
の
弊
窓
口
を
救
う
と
な
れ

ば
、
真
実
の
情
で
、
格
に
囚
わ
れ
ず
、
素
直
に
う
た
う
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
理
を
窮
め
る
な
か
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
、
つ
ま
り
、

人
の
あ
り
方
を
採
求
し
思
索
す
る
な
か
で
生
ま
れ
る
さ
ま
、
ざ
ま
な

「
お
も
い
」
を
う
た
っ
て
こ
そ
真
の
詩
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
生
ま
れ
つ
き
の
性
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
性
が
暢
で
あ

れ
ば
そ
の
詞
は
亮
と
な
り
、
性
が
欝
で
あ
れ
ば
そ
の
詞
は
沈
と
な
る
。

ま
た
、
思
索
が
探
く
思
い
が
あ
っ
い
と
人
に
は
分
か
り
に
く
く
な
り
、
別

思
索
、
が
浅
く
思
い
が
う
す
い
と
人
に
は
分
か
り
ゃ
す
く
な
る
。
そ
う

し
た
様
々
な
摺
性
が
詩
に
表
現
さ
れ
る
。

整
っ
た
格
と
美
し
い
認
を
求
め
る
古
文
辞
派
に
較
べ
、
徐
謂
は
人

の
真
実
の
情
を
重
視
す
る
。
そ
れ
故
、
こ
と
ば
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
も
云
う
。

人
有
事
矯
鳥
一
一
一
一
問
者
。
其
音
別
鳥
世
。
両
性
別
人
官
。
烏
有
向
学
潟

入
品
一
弱
者
合
其
音
別
人
也
。
開
性
別
鳥
也
9

此
可
以
定
人
血
ハ
由
一
一
ぺ
之

衡
哉
口
今
之
矯
詩
者
、
何
以
異
於
走
。
不
出
於
己
之
所
自
得
、

部
徒
縞
於
人
之
所
嘗
一
一
一
一
問
、
日
某
篇
是
某
鰭
、
某
篇
部
否
、
某
句

似
某
入
、
某
匂
別
否
。
此
難
極
工
遅
肖
、
而
己
一
小
免
於
鳥
之
矯



巻
十
九
「
葉
子
粛
詩
序
」
)

他
人
が
か
つ
て
使
用
し
た
詑
を
盗
み
、
個
性
を
知
く
し
て
い
る
古

文
辞
派
へ
の
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
の
誰
々
の
詩
文
、
語
句
に
似
て
い

る
か
ら
よ
い
、
似
て
い
な
い
か
ら
だ
め
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
自
ら
得
た
」
認
に
よ
っ
て
、
心
の
奥
底
か
ら
出
た
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
個
性
あ
る
文
学
は
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
の

一
一
一
、
王
守
仁
の
古
文
辞
批
判
と
「
窮
理
」

「
鈎
理
者
」
と
い
う
視
点
か
ら
円
以
古
文
辞
を
眺
め
る
と
、
明
代
「
窮

一
の
担
で
あ
り
、
・
何
景
明
と
問
時
代
の
王
守
仁
(
陽

一

四

七

ニ

ー

に

つ

い

て

も

触

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い 1~3

五
二
八
)

弘

治

十

三

五

O
ニ
〉
、
京
師
で
古
詩
文
を
学

ぶ
人
々
と
交
際
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
寸
名
を
得
る
た
め
に

十
日
詩
文
を
学
ぶ
の
を
附
明
い
て
、
立
口
鷲
ん
ぞ
能
く
有
般
の
精
神
を
以

て
無
用
の
虚
文
を
為
ら
ん
や
」
と
、
遂
に
病
を
告
げ
て
越
に
帰
っ

ヘ

刊

川

町

凡

げ

い

た
。
古
詩
文
を
学
ぶ
者
と
は
、
李
夢
陽
や
何
禁
明
ら
で
あ
る
。

王
守
仁
が
詩
文
に
決
別
し
た
と
き
、
本
ナ
・
何
ら
は
情
し
み
嘆
い

た
が
、
主
守
仁
は
笑
っ
て
「
緯
愈
や
柳
宗
一
冗
の
よ
う
に
文
が
上
手

く
て
も
文
人
に
す
、
ぎ
な
い
。
李
白
や
社
帯
の
よ
う
に
詩
が
上
手
く
て

も
詩
人
に
す
ぎ
な
い
っ
心
性
の
学
に
志
す
mm
り
は
、

を
目
標
と
し
て
、
第
一
等
の
徳
業
を
な
す
べ
き
だ
よ
と
一
一
一
回
っ
た
と

九回
d

い
う
号
顔
自
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
王
守
仁
は
「
顔
屈
は
自
分
の
力

を
出
し
尽
く
し
た
け
れ
ど
も
、
終
日
患
者
の
よ
う
で
、
そ
の
楽
し
み

を
改
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
名
利
を
得
ょ
う
と
焦
心
苦
労
し
、
得

失
を
憂
い
、
欲
に
駆
ら
れ
て
死
ぬ
ま
で
追
い
求
め
、
精
神
力
を
す
り

へ円
v

減
ら
し
て
い
る
世
間
の
者
と
は
、
百
倍
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
よ

シ
」
い
、
つ
つ

五
守
仁
は
、
当
時
の
文
壇
の
有
り
株
を
端
的
に
指
摘
し
、
批
判
す

る
。
「
郡
中
の
名
流
百
を
以
て
数
ふ
る
も
、
皆
蹴
絵
藻
飾
し
、
協
熔

へ
却
}

し
て
以
て
声
誉
を
頁
ふ
」
と
5

雌
絵
諜
飾
し
て
名
誉
を
漁
る
人
々
。

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
後
七
子
に
ま
で
受
け
縦
が
れ
て
ゆ
き
、
前
節
で
触

れ
た
よ
う
に
、
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
得
る
た
め
に
は
権
威
者
の
機

燥
を
窺
い
、
果
て
は
そ
の
詩
句
を
真
似
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
古
文
辞
の
運
動
が
全
国
的
に
広

が
っ
た
理
由
の
…
つ
が
「
名
声
利
益
を
得
る
た
め
」
と
い
う
の
は
、

こ
の
時
代
を
考
え
る
重
要
な
鍵
で
あ
る
。

五
守
仁
は
調
怖
を
窮
め
て
「
心
郎
理
」
に
至
り
、
情
を
含
む
生
き
た

心
、
「
良
知
」
を
中
心
命
題
と
し
た
9

晩
年
に
は
経
蓄
に
根
拠
を
も

と
め
る
こ
と
が
稀
薄
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
若
い
頃
に
は
「
脊
が
心

の
理
」
に
よ
っ
て
詰
典
を
読
み
解
く
こ
と
を
、
五
接
す
る
。

…

線

、

常

道

也

♂

諮

之

命

、

其

蹴

於

入

、
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主
主
於
身

常
道
也
、
.

〆L、
-1邸

tむ

命

現

也
。
，

.
4疋

一
札
口
心
之
常
道
官
。

.. 喝

奇
心
之
記
籍
也
。

巻
七

利
ヨ
一
込
ヘ
奇
心
o

'

・・ヘ

F
i
p
-
-一ノ
J
I
'
h
z
F
l
J

〆

「
諸
山
書
院
尊
経
関
記
」
〉

靖
四
年
(
一
五
二
五
)
王
守
仁
五
十
m

の
文
で
あ
る
。
一
土
守

、
六
経
の
実
は
吾
が
心
に
具
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
吾

が
心
を
以
て
す
れ
ば
六
経
の
真
実
が
分
か
る
、
と
い
う
。
学
問
を
重

視
す
る
態
度
は
、
次
の
文
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
。

・
・
・
夫
事
費
得
之
心
。
求
之
於
心
部
非
也
、
紘
基
一
国
間
之
出
於
孔
子

不
敢
以
矯
是
世
。
市
況
其
宋
及
孔
子
者
乎
。
求
之
於
心
部
是
官
、

蹴
其
一
一
一
一
口
之
出
於
臨
時
常
、
一
小
敢
以
潟
非
也
。
出
況
其
出
於
孔
子
者

乎
Q

・
・
・
夫
道
天
下
之
公
道
也
。
事
天
下
之
公
事
。
非
朱
子
可

得
部
私
也
。
非
孔
子
可
得
間
私
迎
。
天
下
之
公
也
、
公
…
一
一
一
口
之
部

巳
。
(
吋
侍
別
的
録
い
中
「
M
A
忠
維
整
議
少
宰
番
」
)

真
実
は
一
つ
で
あ
り
、
学
問
は
権
威
化
さ
れ
て
は
い
け
な
い
、
公

平
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
既
成
の
備
鰻
判
断
や
道
窓
的
意
識
か

ら
の
解
放
を
ほ
指
す
。

結
審
を
す
で
て
読
ま
な
く
な
る
の
は
王
学
左
派
か
ら
で
あ
り
、
彼

ら
の
な
か
に
は
人
欲
の
み
を
強
調
す
る
者
も
出
て
く
る
申
徐
滑
の
こ

ろ
に
は
す
で
に
王
学
左
派
が
活
躍
し
始
め
て
い
た
。

問
、
徐
清
の
窮
理
法

徐

淵

併

の

仰

に

は

、

の

季

本

(

彰

山

、

}

閤

八

五

j

一
五
六
一
二
)
、
γ

十

一

畿

一

四

九

八

1
一
五
八
二
)
が
い
る
。

季
本
は
、
王
民
(
四
八
三

1
一
五
四

O
)
や
徐
愛
(
一
四
八
七

1
一
五
一
七
)
と
問
じ
く
壬
守
仁
の
直
弟
子
で
、
モ
一
守
仁
が
晩
年
経

常
曹
に
根
拠
を
求
め
な
く
な
っ
た
こ
と
を
修
正
し
、
古
典
を
学
ぶ
こ
と

(
幻
)

を
主
張
し
た
3

「
主
文
一
一
一
派
の
修
証
派
(
正
統
派
)
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

徐
消
が
終
生
敬
愛
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
季
本
と
出
会
っ
た
の
は

こ
十
七
、
八
歳
、
季
本
時
に
六
十
三
、
四
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
9

季
本

が
七
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
あ
と
も
徐
謂
は
師
を
敬
愛
し
続
け
、
そ

{
円
一
)

の
敬
授
な
気
持
ち
を
多
く
の
詩
文
に
表
し
て
い
る
。

(怒

季
本
に
は
多
く
の
著
作
が
あ
り
、
『
詩
説
解
限
』
に
は
問
説
と
は

(
川
出
)

異
な
る
、
説
得
力
あ
る
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
徐
摘
は
郎
の
『
詩
説
解

顕
〕
に
序
を
蕃
き
、
詩
の
解
釈
法
に
つ
い
て
の
見
解
を
次
の
よ
う
に

述
べ
る
c

以
知
凡
常
一
間
之
所
載
、
有
不
可
霊
知
者
、
不
必
正
策
之
解
。
其

安
在
於
取
苦
心
之
所
通
、
以
求
適
於
期
間

E
G
-
-
-
合
間
稽
季
先

生
所
著
詩
説
解
額
九
盟
十
巻
、
吾
取
市
議
之
、
其
大
襲
賓
有
得

(83) 



於

走

。

其

見

速

、

是
以
其
錨
説
也
車
問
等
、
其
成
一
書
也
語
力
部
敬
、
難
古
詩
人
輿
奇

銑
…
慮
数
十
百
計
、
未
可
以
必
知

至
論
取
吾
心
之
通
以
適
於
用
、

一
人
間
巳
9

(

「
…
一
巻
十
九

書
物
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
は
、
す
べ
て
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
ま
た
正
し
く
解
釈
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
っ
解
釈
の
要
諦

は
「
心
か
ら
明
解
で
き
る
も
の
を
取
り
、
そ
れ
が
現
実
に
適
用
で
き

る
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
る
」
こ
と
で
あ
る
の
季
本
先
生
の
吋
詩
説

解
闘
い
四
十
巻
は
、
志
が
正
し
く
、
見
識
が
探
く
、
解
釈
は
経
典
に

も
と
づ
い
て
出
説
に
引
き
ず
ら
れ
ず
、
心
か
ら
理
解
で
き
現
実
に
適

用
で
き
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
経
書
の
解
釈
に
つ
い
て
、
徐
摘
は
ま

っ
て
次
の
よ
う
に
一
千
つ
の

間
児
以
泳
仰
刑
制
引
頗
之
妙
由
多
、

量
一
闘
を
解
す
る
に
は
、
「
心
体
の
度
」
に
よ
っ
て
、
す
で
に
知
る
こ

と
の
出
来
な
い
こ
と
を
発
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
む
こ
れ
は

先
の
「
心
か
ら
理
解
で
き
る
も
の
を
取
り
、
現
実
に
適
用
で
き
る
か

ど
う
か
確
か
め
る
」
と
い
う
姿
勢
に
通
じ
る
。

回
、
徐
清
と
季
本
と
王
畿
と

明
代
思
想
の
中
心
命
題
は
、
「
心
」
を
ど
う
捉
え
る
か
に
あ
っ
た
。

守
仁
は
「
心
」
は
イ
コ
ー
ル
「
理
」
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
っ
た
が
、
そ
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
が
生
ま
れ
、
徐
請
の
こ
ろ
に
は
、
「
心
」
の

「
自
然
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

季
本
は
、
?
と
を
考
え
る
と
き
、
「
傷
」
に
着
目
す
る
。
「
協
」
は
、
山
側

〈お

J

(

お
そ
れ
つ
つ
し
む
こ
と
で
、
「
協
若
s

(

警
協
と
と
も
い
う
。
季
本

は
云
う
、
「
自
然
」
と
は
理
に
煩
う
こ
と
で
あ
る
。
「
悌
若
」
は
時
一
で

は
な
い
が
、
も
し
「
泊
陶
器
」
が
、
な
け
れ
ば
「
心
」
は
「
気
の
動
く
所

に
腿
ふ
」
だ
け
で
理
に
版
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
「
場
者
」
は

が
理
に
眠
、
っ
と
い
う
「
良
然
」
を
す
る
も
の
で
あ
る
、

服
理
之
名
也
ゥ
理
非
協
若
、
何
以
能
頼
。
舎
協
若
而

所
勤
耳
っ
故
協
若
者
、
自
然
之
主
宰
也
む
.

不
安
自
然
、
市
貴
子
慌
溺
訂
正
一
入
自
然
、
別

巻

十

一

二

所

引

)

と



季

本

は

、

剤

一

に

眠

、

っ

「

自

然

」

は

認

め

る

が

、

そ
う
で
は
な
い
〈
自
然
〉
、
つ
ま
り
当
時
盛
行
し
て
い
た
「
心
の
ま

ま
な
る
自
然
」
は
評
定
す
る
口
「
傷
者
」
に
基
づ
か
な
い
へ
自
然
〉

は
「
欲
」
に
流
れ
易
く
な
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
故
、

然〉
J

だ、

』
め
フ
ハ
V

口

の
で

季

本

の

と

「

協

(

若

〉

」

L
対

し

て

、

〈

自

然

〉

こ
そ
宗
と
す
べ
き
で
、
「
(
警
)
協
」
は
〈
自
然
〉
の
用
付
働
き
で
あ

り
、
恐
慌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
し
さ
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

自
然
之
剤
、
戒
慎
恐

有
所
恐
慌
使
不
得
其
正
央
。
(
円
山
明
儒
日
同
宇

一
一
「
季
本
」
〉

「
協
」
を
「
自
然
」
に
主
る
絶
対
必
要
条
件
と
す
る
の

に
対
し
、
畿
は
、
「
錫
」
は
〈
自
然
〉
の
一
作
用
に
し
か
過
ぎ
な
い
、

と
す
る
の
で
あ
る
。

の
「
心
開
理
」
を
よ
り
徹
底
さ
せ
、
「
良
知
は

h

ハ
hv一

川
口
ノ
)
担
、

学
ば
ば
議
ば
か
ら
ず
し
て
、
本
来
具
足
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
、

見
開
知
識
を
借
り
て
良
知
を
補
完
す
る
と
い
う
考
え
を
「
依
識
」
の

学
と
し
て
百
定
し
た
。
つ
ま
り
、
良
知
は
修
誌
を
待
っ
て
完
全
に
な

る
の
で
は
な
く
、
い
ま
現
在
成
就
し
て
い
る
も
の
と
し
、
既
成
の
価

億
判
断
や
道
徳
的
意
識
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
り

の
警
協
の
解
釈
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

二
人
の
郁
の
「
協
」
説
に
対
し
て
、
徐
潤
は
次
の
よ
う

に一五、っ。協
之
興
自
然
、
非
有
自
然
、
協
也
。
協
、
亦
自
然
也
。

然
所
要
在
協
同
不
在
於
自
然
9

強
指
日
一
向
日
自
然
明
可
也
。
相
J

否
一
一
一
口
明
間
徒
日
自
然
、
則
自
然
悶
鹿
位
也
D

其
流
之
弊
、
鮮
不

以
富
血
ハ
務
者
間
之
突
。
(
吋
…
一
一
集
同
巻
二
十
九
「
譲
龍
協
骨
一
主
)

「
協
」
と
〔
自
然
」
と
は
…
一
つ
の
も
の
で
は
な
い
。
「
自
然
」
は

「
場
」
で
あ
り
、
「
場
」
は
ま
た
「
自
然
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
要
は

「
悔
」
に
あ
っ
て
「
自
然
」
に
は
な
い
、
と
。

王
畿
は
、
徐
精
の
表
兄
で
、
徐
謂
自
ら
記
し
た
年
掛
川
吋
崎
諸
い
「
師

類
」
に
は
そ
の
名
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
徐
清
は
、
王
畿
と

季
本
の
二
人
の
師
の
説
を
兼
取
し
な
が
ら
も
、
よ
り
季
本
に
傾
く
。

こ
れ
は
、
儒
e

仏
・
道
の
三
教
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

、
勺
d
v

F

円ノ

τ

王
畿
は
一
一
一
教
融
合
の
考
え
を
持
ち
、
季
本
は
儒
教
を
顕
彰
し
て

へお
ν

仏
教
を
否
定
す
る
が
、
徐
謂
は
三
教
融
合
で
も
な
く
、
仏
教
を
完

全
に
否
定
す
る
わ
け
で
も
な
い
っ
徐
潤
の
思
想
は
「
払
畑
中
(
中
を
論

ず
)
」
(
一

l
七
、
「
一
ニ
集
い
巻
十
七
)
に
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
一
一
一
教

に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
仏
教
と
道
教
を
一
っ
と
見
て
、
儒
教

と
と
も
に
こ
教
と
し
て
い
る
c
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鼎

也

、

御

笈

也

、

節

略

、

中

閥

之

稗

也

ヮ

猫

契

官

、

印
也
。
不
約
而
問
也
、
胤
(
吾
儒
並
立
一
山
第
二
。
止
此
突
っ
他
無

所
持
道
官
。
二
…
…
…
集
い
巻
十
七
二
一
川
中
七
」
)

制
中
こ
で
は
、
道
教
と
仏
教
の
「
中
」
の
考
え
方
を
否
定
し

先山〕

て
い
る
の
で
、
徐
間
は
、
よ
り
儒
家
に
傾
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
む

た
だ
し
、
儒
家
の
既
成
の
側
傭
判
断
や
道
徳
的
意
識
か
ら
の
解
放
は

行
っ
て
い
る
の
た
と
え
ば
型
人
に
対
し
て
、

必
多
突
っ

凡
利
入
者
、
皆
聖
人
也
っ

(
吋
一

巻
十
七

と
、
伝
統
的
な
儒
教
観
で
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
「
人
に
利
す
る

者
」
、
…
芸
に
秀
で
、
後
常
に
影
響
を
与
え
た
者
を
す
べ
て
聖
人
と

す
る
の
伝
統
的
儒
教
に
お
け
る
聖
人
だ
け
を
聖
人
と
し
た
り
、
陽
明

学
友
派
の
よ
う
に
自
ら
を
m

こ

と

は

な

い

む

の

柔

軟

な
思
考
が
見
て
取
れ
よ
う
ゆ

お
わ
り
に

主
守
仁
が
十
日
文
静
か
ら
離
別
し
た
の
は
、
「
第
一
等
の
徳
業
を
な

す
べ
き
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
徐
滴
も
ま
た
「
現
市

で
き
る
か
ど
う
か
」
を
問
題
に
し
て
い
た
の
学
問
を
社
会
日

か
す
か
、
そ
れ
は
い
つ
の
世
で
も
問
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
円

婦
有
光
は
一
後
七
子
の
領
袖
王
世
貞
(
一
五
二
六

1
一
五
九

O
)
・

李
琴
龍
(
一
五
一
回

1
一
五
七

O
)
を
「
一
二
の
妄
庸
人
」
と
痛
罵

F

却

ザ

(

抗

)

し
、
こ
れ
が
発
端
と
な
っ
て
王
世
貞
と
の
問
に
「
妄
露
論
争
」
が

起
こ
っ
た
っ
帰
有
光
の
批
判
は
、
古
文
辞
派
は
、
古
人
の
語
句
を
模

擬
鵜
窃
す
る
だ
け
、
学
問
の
根
底
が
な
い
、
広
く
文
学
を
学
ば
ず
特

定
の
時
代
だ
け
を
模
範
と
す
る
、
E

妄
痛
な
人
物
を
親
王
に
仕
立
て
付

和
雷
同
し
て
大
先
輩
を
批
判
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

婦
有
光
は
科
挙
に
合
絡
す
る
た
め
だ
け
の
学
問
を
批
判
し
、
古
典

へ
詑
}

を
「
吾
が
心
」
に
よ
っ
て
読
み
解
く
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
れ
故
、

高
文
辞
派
に
は
学
問
の
根
底
が
な
い
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

帰
布
光
の
締
・
貌
校
(
一
回
八
一
ニ
j

一
五
間
一
一
一
)
は
、
胡
配
的
仁

三
四
…
…
…
四

1
…
四
八
四
)
の
弟
子
で
、
帰
有
光
の
最
初
の
妻
貌
氏

の
叔
父
で
あ
る
行
貌
校
は
、
「
宇
宙
全
体
是
れ
一
理
」
と
し
、
不
善

は
気
質
よ
り
出
て
、
性
は
本
来
善
で
あ
る
と
説
い
た
。
ま
た
、
性
を

太
様
、
気
質
を
陰
陽
五
行
と
み
て
、
惑
の
起
源
を
気
貿
に
も
と
め
、

「
衆
欲
行
は
れ
ざ
れ
ば
、
天
刻
一
自
ず
か
ら
見
は
る
」
と
、
情
欲
を
奇

定
す
る
点
場
に
立
つ
♂
ま
た
、
太
極
は
理
で
あ
り
、
弾
一
気
は
不
離
不

、つ
d

Hη
ぺ
U
?

雑
で
あ
る
、
と
す
る
な
ど
、
程
伊
川
の
性
郎
濯
に
従
う
の
治
績
に
は
、

民
間
信
仰
な
ど
で
祭
る
綱
、
す
な
わ
ち
朝
廷
編
纂
の

い
を
破
壊
す
る
よ
う
に
命
令
し
、
儒
教
を

)
と
な
ど
が
あ
る
9

学
問
を
修
め
て
社

(86) 

章
一
視
し
広
め
よ
う
と



会
に
適
用
す
る
と
い
う
、
伝
統
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

帰
有
光
も
進
士
に
及
第
し
て
長
興
知
県
を
授
け
ら
れ
る
と
、
「
古
の

、民
J

ア

F
内
ペ

υ
、

教
化
を
用
い
て
」
治
め
た
。
の
不
正
を
改
め
よ
う
と
す
る
姿

勢
は
仰
と
同
じ
で
あ
る
。

物
を
仰
と
し
て
人
を
附
と
せ
ず
。

心
を
'
師
と
し
て
道
を
仰
と
せ
ず
口
普
く
詩
を
為
る

、
森
羅
万
象
を
仰
と
し
て
、
先
輩
を
帥
と
せ
ず
。
李
暗
に
法
る

、
山
一
児
に
其
の
機
格
と
字
句
と
を
諮
ふ
の
み
な
ら
ん
や
。
其
の
漢

た
ら
ず
、
一
説
た
ら
ず
、
六
朝
た
ら
ざ
る
の
心
に
法
る
の
み
口
問
地
れ
真

へ
苅
}

に
法
る
者
な
り
ょ
と
、
李
賢
の
影
響
か
ら
か
、
一
歩
踏
み
越
え
る

と
古
典
否
定
に
向
か
う
発
言
を
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
歩
を
踏
み

と
ど
ま
り
、
役
人
と
し
て
社
会
に
尽
〈
し
た
。

徐
関
の
い
う
「
窮
仰
は
者
」
の
視
点
か
ら
反
在
文
辞
の
人
々
を
挑
め

て
み
る
と
、
雑
か
に
そ
こ
に
は
現
を
窮
め
た
入
、
す
な
わ
ち
人
と
し

て
の
真
実
の
生
き
方
を
求
め
た
人
が
見
え
て
く
る
。
古
典
を
「
苔
が

心
」
で
読
み
解
き
、
人
の
情
を
察
知
し
、
そ
れ
を
治
世
に
活
か
し
た

の
は
、
帰
有
光
で
あ
り
、
家
宏
道
で
あ
る
百
社
会
で
鎖
き
文
芸
に
そ

れ
を
活
か
し
た
の
は
、
徐
謂
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
忠
想
界
か
ら
の
影

響
を
受
け
、
学
問
に
よ
っ
て
人
と
し
て
の
あ
り
方
を
学
び
、
そ
れ
を

社
会
に
、
そ
し
て
文
学
に
活
か
し
た
q

会
に
還
元
さ
れ
、
文

の
で
あ
っ
た
。

明
代
文
学
は
思
想
界
と
の
関
連
を
特
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
つ
そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
徐
濁
の
古
文
辞
批
判
を
め

ぐ
っ
て
「
窮
耀
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
が
、
よ
り
精

制
な
考
察
と
他
の
反
古
文
辞
の
人
々
に
つ
い
て
は
後
日
に
期
し
た
い
。

ま
た
、
徐
潤
の
「
自
然
」
観
は
、
戯
曲
に
お
け
る
「
本
色
論
」
へ
と

連
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

注(1
)
「
治
嘉
靖
持
、
主
指
眼
中
a

唐
版
之
輩
、
文
宗
駄
・
曾
、
詩
倣
初
唐
。

李
撃
能
・
王
世
貞
輩
、
文
、
主
秦
謀
、
詩
規
成
品
皆
。
壬
・
李
之
持
論
、
)
弓ηi
 

大
率
山
ハ
夢
陽
・
景
明
相
信
和
也
。
蹄
有
光
頗
後
出
、
以
南
馬
・
欧
陽
的

自
命
、
力
排
水
十
何
王
卒
。
間
徐
潤
・
湯
慰
秘
・
裳
宏
道
s

銀
理
之
属
、

部
各
事
鳴
一
時
。
於
是
宗
李
何
李
王
者
相
一
衰
。
」
(
吋
明
史
い
巻
二
八
五

「
文
苑
こ
)

C

(
2
)
「
絵
文
長
薬
一
一
一
十
巻
。
其
詩
欲
出
入
李
自
苓
賀
之
問
。
・
・
・
其
文
則

源
出
蘇
紙
、
顔
勝
其
詩
。
故
塘
順
之
茅
坤
詩
人
、
皆
棺
惟
揺
0

・・・故

其
詩
慈
矯
公
安
一
一
派
之
先
鞭
、
苅
其
文
掠
混
金
人
瑞
壮
一
寸
滋
暢
之
始
。
」

(
吋
臨
庫
全
世
一
閣
総
目
」
巻
一
七
八
)
。

(
3
)
拙
論
一
ー
徐
滑
の
古
文
辞
批
判
と

向
学
紀
一
安
」
第
五
号
、
一
一
O
O
三
年
)
。

(
4
)
以
下
、
底
本
と
し
て

を
用
い
る
。

一
九
八
一
一
一
年
)



(
8
)
 
政
集
い
巻
四
十
一

(
9
〉
李
夢
陽
の
清
に
言
及
す
る
も
の
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
「
夫
詩

後
之
惰
乎
。
野
筑
波
ハ
臨
乎
。
正
毅
者
時
乎
。
夫
詩
一
一
一
一
口
志
。
志
有
舟
一
議
、

制
川
悲
機
以
之
の
二
者
小
大
之
共
由
也
己
(
吋
空
間
集
い
巻
五
十
「
張
律
一

詩
序
」
)
。
「
情
者
動
予
選
者
也
っ
・
・
・
故
過
者
物
也
っ
勤
者
晴
也
勺
情

動
則
曾
心
町
曾
別
製
神
。
契
則
背
所
調
路
寓
部
護
者
由
。
・
・
・
契
者
曾

乎
心
者
迎
。
曾
出
乎
動
。
動
由
乎
巡
っ
然
未
有
一
小
惰
者
也
。
故
日
、

情
者
動
乎
過
者
也
q

.

，
，
」
(
問
巻
五
十
「
梅
月
先
生
詩
呼
」
〉
。
「
夫

天
地
不
能
逆
謀
者
以
成
歳
、
高
物
不
能
逃
消
息
以
就
情
。
故
型
以
持

動
、
物
以
情
徴
、
競
過
財
務
、
情
遇
制
…
吟
、
吟
以
和
賞
、
笠
以
乱
暢
、

暢
部
永
之
町
詩
牛
一
潟
。
故
持
者
吟
之
業
部
情
之
自
鳴
者
也
よ
(
関
口

》

l

v

h

l

o

'

丈
3
f
d
A
、
3.
ぺ
伎
の

S
O
F
ず
ザ
イ
長
一
蹴

(
問
巻
六
十

(
日
)
李
夢
路
の
文
論
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
の
「
夫
道
、
自
道
者
出
世

有
所
錦
、
皆
非
む
よ
え
空
間
集
い
巻
五
十
「
道
道
録
序
b
c
士
山
之

文
以
行
、
今
之
文
以
政
。
斑
矯
詞
線
、
行
掲
道
輩
。
」
(
開
巻
六
十
土
ハ

n

「
丈
税
不
能
潟
、
出
矧
能
道
之
矯
J

(
問
巻
六
十
一

nv 

(
日
〕
「
夫
文
輿
字
一
也
古
今
人
模
臨
古
帖
即
太
似
不
嫌
、
反
日
能
骨
一
一
問
。

何
濁
歪
於
文
部
欲
自
立
一
一
門
一
戸
邪
。
」
(
「
空
間
集
」
巻
六
十
一
「
再
興

何
氏
審
」
)
、
「
叉
詩
文
必
有
法
式
、
然
後
中
諾
音
度
如
方
国
之
於
規
矩
。

古
人
用
之
、
非
自
作
之
。
寅
天
生
之
也
。
今
人
法
式
古
人
、
非
法
式

古
人
世
己
(
開
巻
六
十
一
「
答
関
子
書
」
)
。

(
ロ
)
需
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
、
「
夫
詩
本
性
靖
之
護
者
也
。
其
切
部
易

見
者
莫
如
夫
婦
之
間
二
二
何
大
復
集
」
巻
十
四
「
明
月
篇
」
)
等
に

克
え
る
コ
李
何
の
論
争
は
二
人
の
書
簡
に
見
え
る
。

(
日
)
「
其
持
論
、
文
必
西
謀
、
詩
必
盛
唐
、
大
語
以
後
書
勿
銭
。
」
(
雨
明

史
い
栄
二
七
五
「
王
世
ぃ
良
博
」
〉
。

(
M
)
「
一
時
土
大
夫
及
山
入
、
詞
客
、
納
子
、
柄
引
流
、
莫
不
拝
定
門
下
。

片
一
一
奇
襲
賞
、
盤
債
燦
起
っ
」
公
明
史
、
い
巻
一
七
五
「
王
世
貞
博
」
)
。

(
一
泊
)
「
後
生
小
子
不
必
読
書
、
不
必
作
文
。
也
架
上
有
前
後
四
部
稿
、

毎
遇
懸
隣
、
頃
刻
裁
割
、
使
可
成
能
。
」
(
文
南
英
門
天
悌
子
詩
集
」
)
。

コ
山
部
」
は
壬
世
貞
の
吋
非
州
山
人
間
部
稿
可

(
同
)
「
十
有
五
年
壬
成
、
先
生
二
一
十
一
歳
。
在
京
締
。
八
月
抗
議
告
0

.
，
.
先
是
五
月
、
復
ム
叩
♂
京
中
奮
遊
、
俣
以
才
名
相
馳
勝
、
事
古
詩
文
。

先
生
歎
日
、
一
品
口
鴬
能
以
有
限
精
神
潟
無
期
鹿
文
也
。
謹
告
病
持
越
、

築
家
路
明
澗
中
、
行
導
引
術
ぷ
(
主
巻
一
二
十
一
一
「
年

誠一

M
b
o

(
げ
ゾ
「
始
問
問
鶴
輿
李
夢
陽
・
伺
品
開
小
切
料

焼
却
土
守
仁
ぷ
上
京
綿
弓
ん
寸
仁
故
義
教
…
子

一
一
十
一
元
「
徐
品
協
墓
誌
U
o

(
出
)
ぺ
弘
一
正
問
、
京
師
偶
矯
謁
幸
之
内
郁
子
、

(88) 

い
い
い
市
川
叩
戸
問
、
符
ロ
ヨ
ヨ

ημ
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統
市
楽
去
、
社
中
人
相
輿
惜
之
。
先
師
笑
出
、
使
向
学
如
韓
柳
、
不
過

潟
文
人
、
僻
如
水
サ
社
、
一
半
過
潟
詩
人
。
来
有
志
於
心
性
之
模
、
以
顔

問
矯
期
、
非
第
一
等
徳
業
乎
。
」
(
吋
一
十
一
能
渓
先
生
全
市
田
」
巻
十
六
「
的
問

舜
搬
別
一
一
一
三
」
q

(
ゆ
)
「
夫
顔
脱
酢
均
五
日
才
、
然
終
日
如
患
、
不
改
其
山
梨
也
α

此
山
内
世
之

謀
整
利
、
苛
心
焦
勢
、
出
忠
得
忠
失
、
逐
遂
終
草
ハ
身
、
粍
持
其
神
訳
、

尖
潤
い
百
倍
。
」
(
ヴ
正
文
成
公
全
治
聞
い
巻
二
十
五
「
徐
回
開
館
世
話
誌
」
〉
。

(
却
)
「
都
中
名
流
以
百
数
、
皆
縦
檎
藻
飾
、
協
熔
以
賀
藤
替
の
」
(
吋
一
土
文

成
公
金
書
い
巻
二
十
五
「
概
底
土
幕
、
一
誌
銘
」
)
。

(
れ
)
問
問
問
武
彦
吋
「
工
陽
明
と
明
末
の
儒
学
い
。

(
犯
)
「
恭
婚
郎
季
先
生
序
」
(
吋
三
集
い
巻
十
九
)
、
「
季
先
生
制
蛍
碑
」

(
同
様
}
二
十
四
)
、
「
先
肺
野
山
先
生
小
博
」
(
肉
巻
二
十
五
)
、
「
師
長

沙
公
行
状
」
(
開
巻
二
十
七
)
、
「
季
先
生
入
嗣
祭
文
」
「
時
祭
文
」
「
綜

祭
文
い
「
入
郷
賢
~
判
所
綜
祭
文
」
(
向
巻
二
十
八
〉
、
「
季
彰
山
先
生
器

郷
賢
口
五
」
(
伺
巻
二
十
九
)
等
。

(
お
)
著
作
は
十
一
種
、
百
二
十
巻
に
及
ぶ
c

、
五
な
も
の
に
吋
詩
説
解

郎
、
い
間
十
巻
、
吋
春
秋
私
考
い
官
制
制
考
義
」
吋
山
政
札
疑
騒
い
吋
孔
孟
麗

説
記
吋
仰
木
律
纂
裂
い
吋
限
的
事
問
問
い
一
一
説
明
一
舎
競
い
が
あ
る
。

(M)
「
開
明
季
本
撰
。
，•• 

大
抵
多
出
新
慈
、
不
宵
削
起
訴
前
人
、
市
徴
引
該

治
、
ホ
頗
足
以
自
申
其
説
。
凡
寄
中
改
定
箆
説
者
、
必
反
襲
援
摘
、

明
若
党
ハ
所
以
然
。
.
，
.
如
斯
之
類
、
皆
足
於
筈
説
之
外
、
犠
説
詩
之
一

解

」

(

巻

十

六

c

(

お

)

吋

間
あ
る
。

本
来
具
足
。
衆
人
之
心
拠
出
品
ん
舜
向
。
」

J

O

 

糸
〕
五

(
幻
〉
た
と
え
ば
良
知
に
関
し
て
「
先
r

府
提
出
良
知
雨
字
、
範
同
樹
立
一
敬
之
宗
、

部
性
郎
命
、
郎
寂
部
感
、
主
ぃ
服
部
賞
、
主
飢
…
…
而
有
、
千
霊
宝
批
耕
一
小

得
一
此
一
一
精
彩
、
括
部
活
老
子
去
此
奔
不
得
一
兆
一
一
技
備
。
」
(
吋
王
龍
渓
先

生
全
集
い
品
夜
間
「
東
砂
曾
諾
」
)
と
云
う
。

(
お
)
季
本
は
当
時
の
〈
自
然
V

H

一
理
と
す
る
考
え
方
や
、
心
が
鏡
の
よ

う
に
製
を
照
ら
し
出
す
と
い
う
説
は
仏
教
の
影
響
で
あ
る
と
批
判
す

る
。
「
聖
人
以
龍
一
一
一
一
向
、
心
部
不
一
一
一
一
同
銃
。
蓋
心
知
明
鏡
之
説
、
本
於
制
伴
氏
、

照
自
外
来
、
無
所
裁
判
者
也
。
}
(
吋
明
儒
向
学
案
い
巻
十
三
一
所
引
叫
説
理

曾
綿
一
)

(
ぬ
)
「
語
中
之
主
者
、
必
袈
人
而
始
艇
…
遺
、
此
別
別
難
也
口
供
…
習
潟
中
者
、
的

興
一
小
習
矯
中
者
、
甚
且
惇
英
中
者
、
皆
不
能
外
中
市
他
之
也
。
似
易
也
。
的
ゆ

何
者
、
之
中
也
者
、
人
之
矯
也
。
故
日
間
約
也
。
話
不
潟
中
、
必
二
氏

之
取
品
開
始
意
。
然
習
不
舗
中
者
、
未
有
果
能
不
潟
中
者
也
。
北
則
非

道
不
易
也
。
離
部
難
者
也
。
何
者
、
不
漁
中
、
不
之
中
者
、
非
人
之

情
抱
}
9

位
一
慮
水
稲
飲
水
。
清
濁
一
小
向
、
悉
飲
也
、
魚
之
情
也
。
故
日

矯
中
似
強
易
拘
}
O

部
不
飲
水
者
、
非
魚
之
情
也
。
故
田
、
不
潟
中
、

難
雨
離
者
也
。
」
(
吋
.3
一
集
い
巻
十
七
「
論
中
一
」
)
。

(
却
)
「
悲
今
世
之
一
所
詩
文
者
難
一
一
一
一
同
突
。
未
始
矯
古
人
之
内
学
、
河
荷
待

一
一
一
妄
庸
人
潟
之
直
子
、
争
附
和
之
、
以
誌
排
前
人
。
」
(
吋
晴
氏
川
先
生

集
い
巻
二
「
項
忠
嘉
文
集
序
」
)
。

(
泣
)
「
嘗
鶏
人
文
序
、
託
排
格
的
学
、
以
矯
碍
得
一
二
妄
詩
人
矯
之
百
子
。

穿
州
問
之
日
、
妄
誠
有
之
、
臨
時
刻
未
敢
開
命
。
腿
…
」
期
目
、
唯
妄
故
席
、



来
有
妄
間
一
小
庸
者
也
。
」
(
銭
兼
話

川
先
生
帰
有
光
」
)
。

(
認
)
科
挙
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
「
科
馨
之
弟
、
販
一
世
子
科
禄
之

中
、
開
成
一
番
人
材
、
世
道
其
蔽
己
様
。
土
方
没
首
濡
溺
子
其
問
、

無
復
知
有
人
生
省
錦
之
事
、
栄
辱
得
夜
、
繰
綿
殺
繋
、
不
可
脱
解
、

以
主
老
死
町
一
小
情
。
」
(
叫
震
川
先
生
集
い
巻
七
「
輿
鴻
子
賞
金
百
」
)
や

「
夫
科
器
之
所
矯
式
者
、
袈
不
違
子
経
、
非
批
俗
所
持
柔
金
融
突
鳩
悦

之
僻
以
錆
式
母
。
」
(
吋
濃
川
先
生
集
い
巻
十
一
「
送
協
子
助
救
徐
先
生
…

序
」
)
等
が
あ
る
の
学
問
法
に
つ
い
て
は
、
ぬ

(
7
)
参昭一。

(
お
)
刊
明
儒
事
案
い
巻
…
…
…
参
照
。

(
泊
)
井
と
徹
氏
「
鋭
校
の
渓
洞
破
壊
八
戸
市
l
広
東
に
お
け
る
民
間
信
仰
と

儒
教
l
」
(
東
方
宗
教
第
mm
号)。

(
お
〉
「
間
十
問
年
始
成
進
士
、
授
長
胤
ハ
知
腕
。
用
吉
敬
化
矯
治
。
毎
聴
一
訴

引
婦
女
児
輩
索
前
、
刺
料
作
呉
語
、
断
詑
選
去
、
不
足
ハ
獄
。
」
(
吋
明

ゅ
ん
い
巻
…
七
五
「
稀
有
光
博
」
)
。

(
初
)
「
普
殺
者
、
師
物
不
郎
人
η

善
磐
者
、
仰
心
不
師
道
。
務
矯
持
者
、

師
森
山
維
商
象
、
一
小
師
先
輩
。
法
事
勝
者
、
す
一
日
間
其
機
格
興
字
句
裁
つ

不
矯
税
、
不
潟
ム
ハ
朝
之
心
部
巴
。
問
地
良
法
者
也
。
一

巻
十
八
「
殺
竹
林
集
」
)
。

了
集
中
一
震

(90) 

(
国
土
舘
大
学
)


